
平成２１年度　市民参加実施予定・実施状況　調査・評価シート

１　事業内容、及び事業を実施するうえで市民参加を行う目的

幅広い市民

幅広い市民

幅広い市民

市民参加の方法

参加が期待される住民等（属性等）

細かい内容について議論する必要があるため

委員会で検討した改訂内容を、広く市民に周知し、改訂案に対する
意見を求める。

ワークショップをモデル地域（ＣＩハイツ・諏訪原団地・下新倉地区）３地域
において、各３回開催予定。活動してきた中で、実現したもの又は、実施でき
なかったものなど、実績を確認し新たに地域で抱えている諸問題を把握する。

審議会等の会
議

平成２１年度

市の基本構想や基本的な事項を定める計画の策定や変更

より多くの住民の声を反映させるために、アンケート調査等を行い、今どの様なニーズにウエイトを置くべきか広
く住民から情報収集を行う。

意見交換会

この方法を実施する目的

対象事業等の区分課 名

事業の概要

市民参加を実施する目的

平成１７年に策定された計画の改訂作業であり、計画策定後５年を経過して新たに発生した問題等の解決及び住民
要望を踏まえて改訂作業を行う。

社会福祉課

第２次和光市地域福祉計画の策定

部 名 保健福祉部

パブリック・
コメント

【事業名】

実施方法

事業開始年度 事業終了年度 平成２１年度
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２　事務事業に対し、実施する市民参加方法

・審議会等の会議

～

公開 非公開 公開 非公開 人

広報 ＨＰ 窓口 公民館 図書館 広報 ＨＰ 窓口 公民館 図書館

その他 （ ） その他 （ ）

・

広報 ＨＰ 窓口 行政資料コーナー 公民館 広報 ＨＰ 窓口 行政資料コーナー 公民館

  図書館 その他 （ ） 図書館 その他 ( )

意見を反映し、案を修正した 件

案を修正しなかった 件

その他（感想、その案件以外への意見等） 件

有 無 有 無

4人応募者数

日間未定

周知方法

日数

説明会

周知方法

意見の取り扱い

実施にあた
り工夫する

こと

30

学識経験者　1人
関係団体代表　4人
関係課から４人　（こ社長保）
社会福祉、保健又は医療従事者　３人
公募による市民　4人

日数

1

1

提出結果

意見提出期間

有無

未定時期

想定件数

説明会

場所 ―

平成22年1月8日 ～

平成21年4月1日 平成21年5月8日

傍聴人数

結果

人

4人

まで

推薦及び公募

16

4人

周知方法

予算内訳

学識経験者出席謝礼 8,000円×5回=40,000円

会議等の名称

平成21年7月～平成22年2月

11

0

件

開催実施時期

第二次和光市地域福祉計画策定委員会

委員人数

委員構成内訳

委員の選出
方法

会議開催状況

平日 時間

5回

午後平日

人

学識経験者　1人
関係団体代表　4人
関係課から４人　（こ社長保）
社会福祉、保健又は医療従事者　３人
公募による市民　３人

― 月頃

開催日

回数

公募枠(人)

開催時間 未定

募集時期

周知方法

費用内訳

結　果

22

目的の達成状況

平成22年1月29日

パブリック・コメント

平成２２年１月頃

―

総合福祉会館

無 時期 ―

結果の公表

有

0

―

広く市民にＰＲするだけでなく、委員会に参加する
関係団体に対しても資料を提供し検討してもらう。
パブリック・コメントに伴う説明会は、予定してい
ない。

場所

件 人

２月時期結果の公表

結　果予　定

予　定

回数

委員の募集
時期

委員人数

委員構成内訳

委員の選出
方法

会議等の名称

開催予定時期

開催日

時期

日間

意見提出時期

第一次計画における地域福祉推進の検証を行うことにより、目的達成度や改善すべき点などを洗出して第二次計画に反映させた。

学識経験者出席謝礼 8,000円×5回=40,000円

平成21年6月～平成22年3月

5回

会議開催予定

15 会議出席率(平均)

推薦及び公募

74

和光市地域福祉計画策定委員会

％
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・

・

広報 ＨＰ 窓口 公民館 図書館 広報 ＨＰ 窓口 公民館 図書館

その他 （ ） その他 （ ）

３　事業実施後の目的達成状況

回

件

件 （回収率#DIV/0!

目的の達成状況

本計画策定におけるアンケート調査は実施をしなかった。(「第三次障害者計画・第２次障害者福祉計画」「第４次介護保険事業計
画及び高齢者保健福祉計画(長寿あんしんプラン)」平成２０年度策定、「第４次和光市総合振興計画」平成２１年度策定中におけ
るアンケート調査を基に分析を実施)

開催時期 平成21年7月～10月

費用内訳

件

件

地域懇談会

配付数

（回収率

対象者

回

人

向山地域センター、坂下公民館、
諏訪原住宅管理組合事務所

午後

１の目的の達成状況（事業に市民参加の効果が反映されたか）

地域懇談会出席　50,000円×9回＝450,000円

地域福祉活動計画実施モデル地区から２地域と、新たに１地域を選出し計３地域で懇談会を実施した。活動計画実施の２地域では
継続した取組の状況の検証が出来た。

地域特性の異なる３地域を選出し、各地域で全３回の懇談会を実施した。各地域での地域福祉に関する課題の洗い出しから、住民
による解決への手法を地域住民がアイデアを出しながら討議することが出来た。この手法や解決へのアプローチを第二次和光市地
域計画へ掲載することにより、今回の地域懇談会未実施地域においても参考として情報提供が可能となった。

費用内訳

場所

開催日 平日・休日

　市民

目的の達成状況

　市民・団体

#DIV/0! %)

なし

予　定

時期

調査方法

結　果

アンケート調査

目的の達成状況

委員会で検討した改定内容の周知及び改定案に対する意見の収集が出来た。

人数

構成内訳構成内訳

予算内訳

人数

回数

回収数

予算内訳

平成21年9月～10月

予　定

97

開催時間

３地域各３回　　　　計９回

(延べ)

場所

時間

人

掲示板、回覧板
周知方法 周知方法

結　果

9

調査方法

回数

時期

回数

回数

対象者

配付数

回収数%)

開催日

懇談会まとめ　　30,000円×9回＝270,000円
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４　事業実施前に市民参加推進会議の評価や意見を受けて、対応を図ったこと

５　市民参加対象事業の市民参加の方法についての事後評価【市民参加推進会議】

６　全体評価　【市民参加推進会議】

【市民参加推進会議】 【所管課】

ワークショップはテーマ別の参加者募集としてい
ないが、地域特性の異なる地域において懇談会を
開催することにより、様々な情報を収集した。

市民参加対象事業の市民参加の方法を評価する際の視点

１　市民参加の組み合わせ実施時期
（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ・意見交換会・審議会等の組み合わせ方、実施時期・回数）

（反映したことや反映しなかった場合の説明）

５　その他
(特記事項）

（反映したことや反映しなかった場合の説明）

多様な市民参加の方法を組み合わせており適切である。ワークショップは
テーマ別（子育て支援、高齢者支援など）の開催に留意されたい。

既存モデル地区のみならず、新たな地域も開催場
所とした。

（反映したことや反映しなかった場合の説明）

２　市民参加の目的と目標値
（その市民参加の方法を行う目的、目的に対する費用対効果、参加人数等の目標値）

３　参加しやすい工夫
（効果的な周知や会議運営(開催時間､委員の構成等)の工夫）

ワークショップについては、モデル地区に限定せず幅広く実施し、地域の
ニーズに応じた回数の実施に留意されたい。

市民参加推進会議の評価を受けての対応

（反映したことや反映しなかった場合の説明）

３　参加しやすい工夫
（効果的な周知や会議運営(開催時間､委員の構成等)の工夫）

４　市民意見の取り扱い
(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄや審議会等の意見に対する取り扱い）

・実施予定に沿って適切に実施された。
・パブリック･コメントは、意見提出数が少なく、想定件数が達
成されなかった。

１　市民参加の組み合わせ実施時期
（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ・意見交換会・審議会等の組み合わせ方、実施時期・回数）

２　市民参加の目的と目標値
（その市民参加の方法を行う目的、目的に対する費用対効果、参加人数等の目標値）

市民参加対象事業の市民参加の方法を評価する際の視点

和光市市民参加推進キャラクター「タマ」

・パブリック･コメントは、わかりやすい情報提供、また、市民
に伝えようとする努力が必要であった。
・ワークショップは、幅広い市民が参加しやすいよう、実施予定
の評価のとおり、地区ごとの開催だけでなく、テーマごとの実施
も必要であった。

・パブリック･コメントは、意見が適切に取り扱われた。

（反映したことや反映しなかった場合の説明）

４　市民意見の取り扱い

おおむね適切である 一部適切である 適切でない

５　その他
（特記事項）
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